
 

 

 

 

2026 年 06 月 04 日（木）第 17 回例会  【対面式 ZOOM ハイブリッド例会】 

 

 

ロータリーは自己研鑽の場です。みなさんこんばんは。 

設立初年度である今年も今月で終わります。創立会長に責任として今年度に是

非達成したかったことが 2 つあります。広島新世代ロータリークラブに魂を埋め

込むこと、そして、クラブの管理運営の仕組みを確立することです。 

2 つには共通点があって、人が変わって、時代が変わっても、クラブが良いロー

タリアンを育てる巣箱になるために必要なものです。 

魂を埋め込むとはどういうことか。魂というのはクラブの理念、魂を埋め込むとは、クラブの理念が永

遠に尊重され守り続けられることです。では当クラブの理念とは何でしょうか。 

それは、運営内規の第 1 条に書いてあります。よく聞いて下さい。「広島新世代ロータリークラブは、

『泥沼に美しい蓮の花を咲かせようとする人々』の集まりです。ロータリーの人間関係は『平等』が基本

です。そこに一般社会の上下関係、利害関係、思想や常識の相違などを決して持ち込まず、誰とでも仲良

くできるロータリーの『友愛の心』に基づき、相手を許す『寛容（tolerance）の精神』を発揮して、全て

の会員と和気藹々とした親睦（fellowship）を育み、良いロータリアンになるための切磋琢磨を行います。

そして、良いロータリアンとしてクラブ外でも全ての人に優しく、困った方を助けます。具体的には、当

クラブ会員は次のことを遵守します。」これが当クラブの理念、当クラブの魂です。 

「泥沼に美しい蓮の花を咲かせようとする人々」と書いてありますが、「泥沼」というのは一般社会のこ

とです。私たちが住んでいる社会には、ねたみ、やきもち、嫉妬、憎悪、怒り、敵対心、いろんな人間な

らではの感情があります。こんな、泥沼のような社会に住んではいるが、誰に対しても優しく、平等だと

いう気持ちが持てる人間になろう、つまり、泥沼の中で美しい蓮の花を咲かせよう、こう思って自己研鑽

を積むのが、私たちロータリアンです、ということです。 

蓮の花というのは一般社会的な考えの元では理想かもしれません。しかし、ロータリーはいつの世も、

その理想の実現を求め続けてきました。これが近年、あまり伝承されなくなり、対外的な奉仕活動だけが

重視される風潮の中、当クラブはもういちどその理念を思い出し、クラブの本質である良いロータリアン

を育てるということを重視しよう。これが当クラブです。 

この美しい蓮の花を咲かせるためにはどうすればいいか。運営内規の続く部分にはこう書いてありま

す。 

（1） ロータリーは平等な社会です。一般社会では時に縦関係を形成する、年齢、社会的地位、性別など

に関係なく、会員同士は「～さん」付けで呼び合います。 

（2） クラブ内で付き合いやすい会員同士が派閥を作る事はあってはなりません。意見や主義が異なる会

員を敵視して態度を変えることはハラスメントに繋がります。 
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（3） 「ロータリーの目的」にもあるように、常にクラブの外に目を向けて、他クラブの例会を尋ねたり

各種大会に出席するなどして井の中の蛙にならないよう努め、常に知り合いのロータリアンを増やす

努力をします。 

（4） 会員だけでなく、ロータリアン、そしてあらゆる人に笑顔で接し、「こんにちは」「ありがとう」と

声を掛けます。 

（5） 人間関係の問題は人の世の常ですが、問題が発生したときには、一方的な思い込みを捨てて決して

陰口をたたかず、当事者同士が直接、必要であれば第三者を交えて、ざっくばらんに話し合って解決

します。 

（6） ロータリー運動の基本は良いロータリアンになるための自己教育であり、自己教育の結果生まれ

た、誰に対しても寛容で優しくなれるという「奉仕の心」があってはじめて心のこもった対外的奉仕

が可能になることを理解し、自己教育の実践を怠りません。 

自己研鑽と言ってもどうすればいいのかわからないというご意見を聞いたことがありますが、ここに書

いてあることを日常生活の中で遵守できる自分になることが自己研鑽です。この部分はロータリーのとて

も地味な部分で面白みがないかもしれませんが、ここが一番大事なところです。みなさんどうか、運営内

規の第 1 条を、もう一度お読みいただいて、日々の生活でそれが実践できるようなロータリアンになって

下さい。 

当クラブに入会した方々が、このような自己研鑽を自然に積んで下さる状態が、魂を込めるということ

です。 

先日、こんなことがありました。活発に活動していらっしゃるロータリアンのことを「あの人はお金持

ちだからああいうことができるんだよ。自分にはできないよ。」というお話しを聞きました。そしてその方

は、「諏訪さんはロータリーは金持ちの集まりではないとおっしゃいましたが、金持ちの集まりじゃないで

すか。」とおっしゃいました。 

私は自己研鑽の元になる平等ということを説明する中で、一般的にロータリーは金持ち、地元の権力者

の集まりだと思っていらっしゃる方が多いが、そうではないと申し続けています。それは、ロータリーの

中にお金もちや権力者がいないと言うことではありません。実際、ものすごいお金持ちは多いです。で

は、このロータリアンのような財力があって活発に行動しているロータリアンを、当クラブの理念に照ら

し合わせるとどう見ればいいのか。ここが、皆さんに自己研鑽の末行き着いていただきたい境地です。 

それは、こういう境地です。財力や権力があっても特別扱いしない。あるロータリアンは財力があるか

ら財力がないロータリアンよりも大きな活動ができますが、そのことと、財力がないロータリアンが町の

ゴミ拾いをすることと、ロータリーの奉仕としては同等である、と認識できることです。「まあ、あの人は

お金持ちだから。ええよね。」ねたみです。これは、先ほど言った泥沼の発想です。「僕にはマネできない

けどすばらしい活動だね。」これが蓮の花の発想です。こういう境地になれる教えがロータリーにはありま

す。それを十分に伝え、皆さんの自己研鑽を支援するのが当クラブです。 

財力がどうであれ、社会的地位がどうであれ、決して他人を差別しない、そういう仲間同士で入れるク

ラブにしたいと願っていますし、そのために必要なことを役割の中で続けていこうと思っています。 

もうひとつの、クラブの管理運営の仕組みを確立することですが、これはとても難航しています。 

新しいロータリークラブの 99％は親クラブがあり、設立時には、親クラブからごっそり人員が移籍しま

すから、親クラブのやり方考え方がそのまま新クラブに植え付けられます。しかし、当クラブの設立にあ

たっては、先程お話ししたような、良いロータリアンを育てるということに関して余り一生懸命でない風

潮を受け継ぎたくなかったので、親クラブを持たずに設立するという道を選びました。 



しかし、ロータリーの事を全くご存じない方だけではクラブは運営できませんので、現役ロータリア

ン、OB の方々をお誘いしました。しかし、私も最近気付いたのですが、ロータリークラブが変われば、

やり方、考え方が全く異なります。私が設立前に当然あると想定していた「共通認識」のようなものは存

在せず、意見がかみ合わないのです。 

これで、当初は初年度に何とか確立させたかったクラブの管理運営の仕組みは、いまだこれというもの

が確立できていません。これは本当に皆さんに申し訳なく思っています。 

そうは言っても、当クラブの運営方法をひとつ確立させなければクラブ運営はできないわけで、次年度

も会長を拝命した私と、会長と表裏一帯である伊藤幹事と、この 2 人が中心となって、次年度上期に全力

で取り組もうと思っています。そんなわけで、クラブの運営はまだ足りないところもあり、時に混乱もあ

るかもしれませんが、粛々と進めますので、今しばらくご猶予をいただき、皆さんには積極的に自己研鑽

に励んでいただきたいと思っています。 

ロータリーの本質は自己教育運動です。そのからロータリーの本当の面白さがにじみ出てきます。あと 1

年間、諏訪にだまされたと思ってロータリーを追求して下さい。よろしくお願いいたします。 

以上で今日の会長時間を終わります。ありがとうございました。 

以上で今日の会長時間を終わります。ありがとうございました。以上で本日の会長時間を終わります。 

・開会点鐘 

・ロータリーソングの唱和 「奉仕の理想」 

・四つのテストの唱和 

・来客紹介 国際ロータリー第 2710 地区ガバナー補佐（呉東 RC）湯澤俊樹氏 

・会長時間 

・幹事会務報告 

・ガバナー補佐（呉東 RC）湯澤俊樹氏 挨拶 

・出席報告 

・スマイルボックス 

・新会員 竹本竜平さんの入会式、及びご挨拶 

・例会プログラム 

会員卓話  

「インターシティミーティング、クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー参加報告」 

・閉会点鐘 

 

 

• 活動計画・委員会運営: 

o 1 ヶ月前に承認済み。各委員会は具体的活動内容を議論・企画し活動計画の提出を要請。 

o 来年度の具体的活動につなげる方針。 

• 最終例会のお知らせ: 

o 今年度最終例会は 6 月 18 日。出欠確認は「調整さん」で未返信者に回答促進。 

• 地区大会案内: 

o 参加登録フォーム送付済み。クラブ内回答期限は 6 月 11 日。 

例 会 次 第 

幹 事 報 告 



 

• ジェニファー・ジョーンズ氏 フォーラム・歓迎会: 

o 東京会場: 8 月 21 日（登録料フォーラム 6,000 円、歓迎会 28,000 円） 

o 神戸会場: 8 月 23 日（登録料フォーラム 6,000 円、歓迎会 28,000 円） 

o クラブ内で参加者募集予定。 

• 理事会報告: 

o 来年度の事業計画を承認。 

 

 

本日の例会 出席会員数： 21 名中 16 名（うちオンライン出席者 5 名）【出席率 61.9％】 

  来賓・来客： 1 名（うちオンライン参加者 0 名） 

出席率: 5 月第 1 週 100%、第 3 週 85.7%。メイクアップ未完了者には対応を依頼 

 

 

• グループ 8 ガバナー補佐 湯澤俊樹様よりお礼。 

• 坂本さんより「折り鶴パワーで牡蠣関連商品（牡蠣釜飯と牡蠣のパエリア）販売開始。スタッフ・
社員へ感謝。1 セットを会場のどなたかにプレゼント」と報告。 

 

 

なし 

 

なし 

 

• 山本博正さん: 

o 休みづらい勤務の中で参加を決断し達成感。呉の街の好印象。 

o 原直樹次期ガバナー候補紹介、岸田元首相の講演（グローバル化から「自国ファースト」への転換点）、
江田島 RC の外国人市民向け自転車教育・防災教室が印象的。 

o 行事へ今後も積極参加の意思。 

 

• 藤野さん 

o 移動手段の学び（公共交通の有効性）。地元食・観光への関心。 

o 岸田氏講演から「不都合な現実に抗う力」を企業・個人に適用可能と解釈。 

o 伝承法や Dewey のプラグマティズムへの学び意欲。ロータリーでの哲学的学びを「武器」に。 

 

 

出 席 報 告 

同 好 会 報 告 

インターシティミーティング クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー 参 加 報 告 

ス マ イ ル BOX 

委 員 会 報 告 



• 谷口さん 

o 会場: 平和公園資料館隣の広島国際会議場 

o RI2710 地区クラブ・リーサーシップ・ラーニングセミナー参加。公共イメージ（PI）分科会にて、雑誌
「ロータリーの友」購読の重要性を確認 

o PR から PI への転換（成果報告中心→社会的背景・意義の発信）を共有 

o RI 公式の公共イメージ指針（My Rotary）準拠の必要性。ロゴ使用規定は厳格でホームページや印刷物
その他に使用する場合は違反に注意 

o 来年度、広報委員会委員長として RI 指針準拠の運用徹底方針。メンバーは My Rotary で PI 指針を確認
し会員勧誘・PI 活動に活用 

o 結論: RI の公共イメージ指針に沿った広報・PI 運用をクラブとして推進 

 

• 福本さん 

o IM 会場は厳重な警備体制。岸田元首相講演はリアリズム外交、法の支配、自由貿易、多国間主義を重視
し「優等生的」との所感。 

o 3 クラブの国際奉仕事例発表から、民間レベルの国際貢献・交流の重要性を再認識。 

o クラブは 7 月から本格始動予定。次年度 OC プロジェクト委員長が国際貢献・国際平和活動への意欲を
表明。 

o グループ 8 懇親会では歓迎の言葉が多く、否定的意見なく楽しく交流。 

o 結論: 7 月の本格始動に向け、前向きに準備を進める。 

 


